
用途地域変更理由書 
 
１．変更区域の概要 

本地区は、１９６０年代後半の八幡製鐵（現日本製鉄）の君津進出による

急激な人口増加や都市化に対応するため、大和田・坂田地区の山林を開発し、

小学校 2 校（大和田小学校・坂田小学校）と中学校１校（周西中学校）を新

設するとともに、県立君津高等学校の誘致も行い、学園の丘と言うべき特徴

的な街並みを形成してきたが、開校から５０年以上が経過し、少子化による

児童生徒数の減少に伴い、学校の統廃合が余儀なくされ、近接する大和田小

学校、坂田小学校を統合し、２０２２年（令和４年）周西の丘小学校として

開校し、旧大和田小学校を仮校舎として使用してきたが、新校舎の整備によ

り２０２５年（令和７年）９月から空き公共施設となった。 
本地区における地域特性に鑑み更なる教育的発展が期待できる用途に限

定した利活用方針のもと、サウンディング型市場調査を経て「大学」を誘致

することとし、公募を行ったところスポーツ系の大学からキャンパス設置の

応募があり、地元自治会や商工会議所の代表者などで構成した選考会を経て、

本地区は大学として活用することとなった。 

 
２．変更の理由 
 君津市都市計画マスタープランでは、土地利用の配置・誘導方針として、

一団の公共公益施設地として位置づけられ、さらに市街地整備の基本方針と

して、公共施設再整備の推進を掲げ、公共施設の再整備にあたっては、民間

活力の効果的な導入や学校跡施設などの未利用財産の有効活用により、魅力

ある公共空間の創出と、公共施設を拠点とした活力あるまちづくりを推進す

るとしており、当地区における大学の誘致は、整合するものである。 
このことから、現在の用途地域を見直し、周辺の住環境に配慮しつつ、「学

園の丘」の街並みを保全するとともに、良好な教育環境の保護を図るため、

第一種低層住居専用地域から第一種中高層住居専用地域へ変更を行うもの

である。 

 



 
３．用途地域種別の選択理由について 

当地区の周辺は、第一種低層住居専用地域、第一種中高層住居専用地域及

び沿道用途として、第一種住居地域が指定されており、大学が設置可能な必

要最小限の用途として、第一種中高層住居専用地域に変更するものとする。 
なお、建ぺい率及び容積率については、君津市用途地域等の指定方針及び

指定基準から、第一種中高層住居専用地域における標準的な建ぺい率６０％、

容積率２００％を定める 
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